
初
出
一
覧 

 
本
論
文
の
各
章
の
初
出
論
文
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。
初
出
論
文
発
表
後
の
研
究
動
向
や
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
私
見
を
改
め
た
箇
所
は
、
注
で
初
出
論
文
と
の
異
同

を
記
し
た
。
ま
た
大
幅
な
加
筆
・
修
正
を
行
っ
た
論
文
は
、
本
文
お
よ
び
注
に
私
見
の
修
正
・
補
足
を
組
み
込
ん
で
い
る
。 

 

序
章 

大
宰
府
成
立
史
へ
の
本
書
の
視
点
（
新
稿
） 

 

第
一
部 

九
州
の
古
代
豪
族
と
倭
王
権 

第
一
章 

古
墳
群
か
ら
み
た
九
州
の
古
代
豪
族
と
倭
王
権
（
「
筑
紫
諸
国
と
南
島
」
吉
村
武
彦
他
編
『
シ
リ―

ズ
地
域
の
古
代
日
本 

筑
紫
と
南
島
』
角
川
選
書
、

二
〇
二
二
年
に
加
筆
・
修
正
） 

 

第
二
章 

那
津
官
家
修
造
記
事
の
再
検
討
（
「
那
津
官
家
修
造
記
事
の
再
検
討
」『
日
本
歴
史
』
七
二
五
、
二
〇
〇
八
年
） 

 

第
三
章 

筑
紫
国
造
の
地
域
支
配―

筑
紫
君
と
胸
肩
君
、
水
沼
君
の
動
向
を
中
心
に―

（
「
筑
紫
国
造
と
評
の
成
立
」
大
宰
府
史
跡
発
掘
五
〇
周
年
記
念
論
文
集
刊

行
会
編
『
大
宰
府
の
研
究
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
八
年
の
第
一
・
二
章
と
「
第
一
章
第
五
節 

『
神
郡
宗
像
』
の
成
立
と
変
遷
」
新
修
宗
像
市
史
編
集
委

員
会
編
『
新
修
宗
像
市
史 

い
く
さ
と
人
び
と
』
宗
像
市
、
二
〇
二
二
年
を
統
合
し
、
加
筆
・
修
正
） 

 

第
四
章 

倭
王
権
の
九
州
支
配
と
筑
紫
大
宰
の
派
遣
（
「
倭
王
権
の
九
州
支
配
と
筑
紫
大
宰
の
派
遣
」
『
九
州
歴
史
資
料
館
研
究
論
集
』
三
四
、
二
〇
〇
九
年
） 

 

第
二
部 

筑
紫
に
お
け
る
大
宰
府
の
成
立 

 

第
一
章 

筑
紫
に
お
け
る
総
領
に
つ
い
て
（
「
筑
紫
に
お
け
る
総
領
に
つ
い
て
」『
九
州
歴
史
資
料
館
研
究
論
集
』
四
一
、
二
〇
一
六
年
） 

第
一
章
補
論 

筑
紫
大
宰
と
筑
紫
総
領―

職
掌
と
冠
位
の
再
検
討―

（
「
筑
紫
大
宰
と
筑
紫
総
領―

職
掌
と
冠
位
の
再
検
討―

」
吉
村
武
彦
編
『
律
令
制
国
家
の
理

念
と
実
像
』
八
木
書
店
、
二
〇
二
二
年
に
加
筆
・
修
正
） 

第
二
章 

朝
倉
橘
広
庭
宮
名
号
考
（
「
朝
倉
橘
広
庭
宮
名
号
考
」
吉
村
武
彦
編
『
日
本
古
代
の
国
家
と
王
権
・
社
会
』
塙
書
房
、
二
〇
一
四
年
） 



 

第
三
章 

文
献
史
料
か
ら
み
た
古
代
の
水
城
（
「
文
献
史
料
か
ら
み
た
古
代
の
水
城
」
九
州
歴
史
資
料
館
編
『
水
城
跡 

下
巻
』
二
〇
〇
九
年
） 

 
第
四
章 

大
宰
府
と
大
野
城
（
「
大
宰
府
と
大
野
城
」
九
州
歴
史
資
料
館
編
『
特
別
展 

四
王
寺
山
の
１
３
５
０
年―

大
野
城
か
ら
祈
り
の
山
へ―

』
二
〇
一
五
年

に
加
筆
・
修
正
） 

第
五
章 
大
野
城
跡
出
土
柱
根
刻
書
再
考
（
「
大
野
城
跡
出
土
柱
根
刻
書
再
考
」
『
九
州
歴
史
資
料
館
研
究
論
集
』
四
二
、
二
〇
一
七
年
） 

 

第
六
章 

筑
紫
に
お
け
る
評
の
成
立
（
「
筑
紫
国
造
と
評
の
成
立
」
大
宰
府
史
跡
発
掘
五
〇
周
年
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
大
宰
府
の
研
究
』
高
志
書
院
、
二
〇
一

八
年
の
第
三
章
に
加
筆
・
修
正
） 

 

第
七
章 

大
宰
府
成
立
期
の
木
簡―

七
世
紀
木
簡
を
中
心
に―

（
「
大
宰
府
成
立
期
の
木
簡―

七
世
紀
木
簡
を
中
心
に―

」『
木
簡
研
究
』
第
四
二
号
、
二
〇
二
一
年
） 

 

終
章 

大
宰
府
成
立
史
の
ま
と
め
と
課
題 

第
一
節 

大
宰
府
成
立
史
研
究
の
成
果
（「
九
州
北
部
の
豪
族
と
筑
紫
大
宰
」『
九
州
国
立
博
物
館
ア
ジ
ア
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
研
究
論
集 

第
２
集 

大
宰
府
史

跡
指
定
１
０
０
年
と
研
究
の
あ
ゆ
み
』
九
州
国
立
博
物
館
・
福
岡
県
立
ア
ジ
ア
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
一
年
） 

第
二
節 

大
宰
府
成
立
史
と
九
州
に
お
け
る
律
令
制
形
成
史
研
究
の
課
題
（
新
稿
） 

   


